






要約:現行の 4 か月,3 歳児健診は厚生省局長通知により各保健所で,6,9 か月,1 歳 6 か月

児健診は地区により保健所での集団方式か委託機関に委託する個別方式のいずれかにより

実施されている。保健所業務は急激な老齢人口の増加に伴う対応の煩雑さ,疾病の多様化,

環境問題の複雑化等により益々多岐にわたるようになった。その狭間にあって予防接種が

個別接種に移行しつつあるのと同様に,集団健診も個別健診に移行させるのは時代の趨勢

であろう。個別方式にする場合、今後、長期実施に耐えられる形はどうあるべきかを,日

常の健診の現場からみたメリット,デメリットを中心に評価した。また日本の各ブロック

代表の意見をも併記した。


